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市政変革の目標値 進捗報告



１ 市政変革の目標値進捗報告

市債の発行抑制
（現行620億円の投資的経費の水準等見直し）

次世代投資枠の確保（330億円目途/3年間）
（若者子どもへの投資、産業基盤の強化創出、公共施設の老朽化対策等）

機能的・機動的な市役所づくり
（人材確保・育成、スマらく区役所サービスプロジェクト、DX人材育成、オフィス改革等）

市政変革推進の目標（北九州市政変革推進プランで設定）
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１ 市政変革の目標値進捗報告

市政変革推進の目標と進捗

進捗市政変革推進プラン目標項目

令和８年度は１０５億円を確保
過去２年の２５２億円（令和6年度１１１億円、令和７年度
１４１億円）を合わせると、３年間で３５７億円を確保

３３０億円目途／３年間
（１）次世代投資枠（※）

の確保

令和8年度予算編成時
・補正予算への前倒しを含めた投資的経費644億円
・市債発行額対前年度予算比12億円減
・市債残高対前年度末比15億円減

（※臨時財政対策債を除く）

残高ベースでも発行ベースでも、
他都市比較で高水準にある市債の発行抑
制に中長期的に取り組む
（投資的経費の新たな水準：650億円／年を上限）

（２）市債の発行抑制

職員のES向上や組織の活性化に向けた取組み、
ＤＸの推進など
（具体的取組みは後述）

人材確保・育成、
スマらく区役所プロジェクト、
DX人材育成、オフィス改革等

（３）機能的・機動的な
市役所づくり

※若者や子ども等への投資、産業基盤の強化・創出への投資、公共施設等の老朽化対策への持続可能なまちづくり投資等、次世代への投資として、
市政変革により生み出された財源等を活用し、３年間で３３０億円の次世代投資枠（新規・拡充事業）を確保することを目標とする。 4



１ 市政変革の目標値進捗報告

次世代投資枠

３５７億円
３５７億円を確保

目標を達成見込み
産業基盤の強化・創出への投資

８２億円

公共施設等の老朽化対策への
持続的なまちづくり投資

１５５億円

その他の次世代投資
３４億円

北九州市政変革推進プラン

令和６～８年度の３か年で

３３０億円を確保
することを目標とする

（１） 次世代投資枠（令和６年度～令和８年度の３か年）

・企業立地促進補助金
・小倉城・小倉城庭園魅力向上推進事業
・門司港レトロ地区ホスピタリティ向上事業
・みんなで創る！公共交通「北九州モデル」推進事業 など

・区役所発・
くらしアップ実感事業

・市税事務所改革事業
・公園トイレ整備事業 など

・門司港地域
複合公共施設整備事業

・響ホール・国際村交流センター
共用部大規模改修事業 など

若者や子ども等への投資
８６億円

・第２子以降の保育料“完全”無償化
・未来をひらく！わくわく学校図書館プロジェクト事業
・ＡＩ型学習アプリ導入による個別最適化学習推進事業
・次世代デジタル人材育成支援事業 など

注）予算事務事業は令和８年度当初予算
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（２） 市債の発行抑制

１ 市政変革の目標値進捗報告

必要な公共事業を着実に推進しつつ、市債残高の減少傾向を維持

出展）投資的経費の新たな適正水準の考え方について（R7～９年度）（令和７年度当初予算案資料より）
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（２） 市債の発行抑制（令和８年度予算）

１ 市政変革の目標値進捗報告

市債発行額 ３７５億円
（対前年度当初予算比１２億円減）

市債残高 ８,０３０億円
（対前年度末比１５億円減）

※臨時財政対策債を除く
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出展）令和８年度当初予算案について（計数資料） P4 より
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（３） 挑戦を続ける機能的・機動的な市役所づくり（主な取組み）

１ 市政変革の目標値進捗報告

ＤＸの推進

職員のＥＳ向上や組織の活性化に向けた取組み

●職員の行動指針「職員クレド」の策定・浸透

市職員一人ひとりの使命感を醸成。

●市民サービスの向上等につながる優れた実践を表彰する
『職員アワード2025（市長賞 of the year）』を実施

指針① 市民の感動を生み出そう
指針② 挑戦は成長のはじまり
指針③ オープンマインドでいこう

●「北九州市役所しごとクエスト」の開催（R6年度から）
北九州市職員の仕事内容や
働く魅力・やりがい等を楽しく、
“探求”してもらう、ワクワク感が
いっぱいのイベントを実施。

●フォロー加算（通称「ありがとう手当」）制度の導入
育児休業等のフォローのため業務負担が増加した職員に対し、
勤勉手当における成績率の加算を実施、育児休業や介護休暇を
取得しやすい環境を整備。

●プラチナ市役所プロジェクトによる改善等
区役所忘れ物傘の有効活用
急な雨に対応するため、一部の区役所において、庁舎と駐車場の間で来庁
者が利用できる『傘の貸出し』を試行開始

●庁内生成ＡＩ環境の整備
・全職員向け生成ＡＩ環境のリニューアル
・ＯｐｅｎＡＩとの連携による政策立案業務等の高度化・迅速化

●ＡＩエージェントによる２４時間電話対応（実証）
（小倉北区役所市民課）

夜間・休日もマイナンバーカード関連や住民異動届、戸籍証明書等
の問い合わせに対応

●全区役所で窓口オンライン予約開始
・全区役所に窓口予約と連動可能な

発券システムを導入（Ｒ６.１０～）
・小倉北区役所、若松区役所で

窓口予約のモデル実施（R7.2～）
・全区で窓口予約スタート（Ｒ７.６～）
⇒市民の待ち時間削減と窓口の混雑解消によって

「待たない区役所」を実現


